
津
波
は
、
波
に
し
て
波
に
あ
ら
ず

小
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（
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）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
の
惨
禍
か
ら
６
年
に

な
る
。
津
波
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
さ
ま
じ
さ

を
思
う
に
、
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
は
、
な
ぜ
直
ち
に

避
難
し
な
か
っ
た
、
或
い
は
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
か
。
あ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

津
波
の
性
質
、�
水
塊
の
移
動
�
と�
伝
播
速
度
�
に

着
目
し
、
そ
の
動
き
出
す
速
度
と
、
到
達
時
間
を
考

え
て
み
る
。
津
波
は
、
海
外
で
も
�T

SU
N
A
M
I

 
  
 
 
 
 
�

と
言
う
。
唐
突
な
見
解
だ
が
、
津
波
を
津
（
＝
港
）

の
波
と
書
く
こ
と
が
、
誤
解
の
も
と
で
は
な
い
か
。

　
「
津
波
は
、
波
で
あ
っ
て
波
で
は
な
い
」、
そ
れ
故

我
が
国
で
も
、
�T

SU
N
A
M
I

 
  
 
 
 
 
�
と
表
現
し
た
ら
ど

う
だ
ろ
う
か
。
海
洋
波
は
水
粒
子
の
楕
円
運
動
か
ら

な
り
、
高
波
高
で
も
、
海
面
か
ら
海
底
に
向
か
う
と

動
き
は
小
さ
く
な
る
。
海
面
で
荒
れ
狂
っ
て
い
る
波

も
、
海
底
付
近
で
は
殆
ど
動
か
な
く
な
る
。
一
方
、

津
波
の
挙
動
は
波
と
全
く
違
う
。
津
波
は
波
長
が
極

め
て
長
い
た
め
、
海
面
か
ら
海
底
ま
で
の
海
水
全
体

が
動
く
。
即
ち
地
震
で
海
底
の
地
殻
変
動
（
隆
起
又

は
陥
没
）
が
生
じ
、
海
水
面
が
そ
の
変
動
規
模
に
応

じ
て
上
昇
ま
た
は
下
降
す
る
こ
と
で
津
波
が
発
生
し
、

１７８

会
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場

水
面
か
ら
海
底
ま
で
海
水
全
体
が
水
平
方
向
に
猛
ス

ピ
ー
ド
で
動
き
出
す
。
津
波
は
、
水
深
が
浅
く
な
る

に
つ
れ
速
度
は
遅
く
な
り
高
さ
は
増
し
て
行
く
。

　

津
波
の
速
度
は
、
我
々
の
�
常
識
�
を
は
る
か
に

超
え
て
い
る
。
１
９
６
０
年
の
チ
リ
地
震
津
波
で
三

陸
海
岸
で
は
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
地
球
の
反
対

側
か
ら
１
日
半
か
け
て
襲
来
し
た
津
波
の
平
均
速
度

は
、
実
に
７
５
０ 
㎞ 
／　

で
あ
っ
た
（
ほ
ぼ
ジ
ェ
ッ

hr

ト
機
の
巡
航
速
度
並
）。
津
波
の
速
度� �

は
、
海
底

の
地
殻
変
動
部
の
水
深� �

で
決
ま
り
、

�
で

推
定
可
能
で
あ
る
。� �

は
地
球
の
重
力
加
速
度

（�
�
�

�
�
�

� �

）
を
表
す
。
海
底
の
勾
配
の
違
い
（
遠
浅
、

な
だ
ら
か
、
急
深
等
）
が
、
沿
岸
へ
の
津
波
の
到
達

時
間
を
左
右
す
る
。
急
深
の
海
で
は
伝
播
速
度
が
衰

え
に
く
い
の
で
、
遠
浅
の
海
に
比
べ
短
時
間
で
津
波

��
����
√

が
襲
来
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
日
本
一
水
深
が
深
い

静
岡
県
駿
河
湾
沖
（� �

�������

�������

）
で
の
、
津
波
発
生

時
の
速
度
と
最
湾
奥
（
約 　
 
㎞
、
富
士
川
河
口
付

６０

近
）
へ
の
到
達
時
間
を
求
め
る
と
、
約
５
６
０
㎞ 
／

　

で
約
８
分
と
な
る
。
実
に
驚
く
べ
き
数
値
で
あ
る
。

hr「
津
波
発
生⇒

直
ち
に
一
目
散
で
高
台
へ
逃
げ
る
」

を
肝
に
銘
じ
た
い
。

　

国
連
は
、
津
波
の
脅
威
と
対
策
へ
の
理
解
を
深
め

W
orld

る
た
め
、　

月
５
日
を
世
界
津
波
の
日
（ 
      

１１

T
sunam

iA
w
areness

D
ay

 
     
   
 
         
  

）
と
制
定
し
た
。
こ

の
日
は
、
安
政
元
年
（
１
８
６
４
年
）
和
歌
山
県
を

襲
っ
た
安
政
南
海
大
地
震
の
大
津
波
の
際
、
村
人
を

高
台
に
避
難
さ
せ
て
命
を
救
い
、
さ
ら
に
私
財
を
投

じ
て
被
災
地
の
よ
り
良
い
復
興
に
尽
力
し
た
濱
口
梧

陵
の
「
稲
む
ら
の
火
」
の
逸
話
に
由
来
す
る
。
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